
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             ・・・前号の１２３号からの続き・・・ 

一般入学者選抜（全日制の課程）における学力検査の成績及び調査書の評定にかける倍率のﾀｲﾌﾟ 
 総合点を算出するにあたって、学力検査の成績及び調査書の評定にかける倍率は、次の表のと
おり５つのタイプである。 

 

一般入学者選抜における問題の種類及び特徴 

 
＊A、B問題のリスニングテストについては、同一問題とする。配点は約20% 

      ＊C問題におけるリスニングテストの配点は約 33％（３分の１）とする。 

 

各高校の学力検査問題の種類と倍率のタイプは裏面参照 

＜保護者進路説明会で配布した「進路の手引き」より＞ 

倍率の
タイプ 

学力検査の成績に 
かける倍率 

調査書の評定に 
かける倍率 

参 考 
学力検査の満点 調査書の満点 総合点 

Ⅰ 1.4倍 0.6倍 630点 270点 

900点 

Ⅱ 1.2倍 0.8倍 540点 360点 

Ⅲ 1.0倍 1.0倍 450点 450点 

Ⅳ 0.8倍 1.2倍 360点 540点 

Ⅴ 0.6倍 1.4倍 270点 630点 

種 類 
特  徴 

国 語 数 学 英 語 

Ａ 
(基礎的問題) 

基礎的な内容の文章を正確に
理解する力を問う問題や、国
語に関する基礎的な知識を問
う問題を中心に出題する。 

基礎的な計算問題を出題す
るとともに、「数と式」、「図
形」、「関数」、「資料の活用」
の基礎的な事項についての
理解を問う問題を中心に出
題する。 

〔筆答〕 
基礎的な語彙・文法の理解を
問う問題とともに、基礎的な
内容の英文を読み取る力を問
う問題を中心に出題する。 
〔リスニング〕 
自然な口調で話された英語
からその具体的な内容や必
要な情報を聞き取る力を問
う問題を中心に出題する。 

Ｂ 
(標準的問題) 

基礎的・標準的な内容の文章
を正確に理解する力を問う問
題を中心に、問われたことが
らについて適切に表現する力
を問う問題をあわせて出題す
る。 

「数と式」、「図形」、「関数」、
「資料の活用」の基礎的・標
準的な事項についての理解
を問う問題を中心に出題す
る。 

〔筆答〕 
基礎的な語彙・文法について
の理解を問うたうえで、基礎
的・標準的な内容の英文を読
み取る力を問う問題を中心に
出題する。 
〔リスニング〕 
自然な口調で話された英語か
らその具体的な内容や必要な
情報を聞き取る力を問う問題
を中心に出題する。 

Ｃ 
(発展的問題) 

標準的・発展的な内容の文章
を正確に理解する力を問う
問題とともに、問われたこと
がらについて適切に表現す
る力を問う問題を中心に出
題する。 

「数と式」、「図形」、「関数」、
「資料の活用」の標準的・発
展的な事項について、数学的
に処理し判断する力を問う 
問題を中心に出題する。 

〔筆答〕 
標準的・発展的な内容の英文
の中から、話題や論理の流れ
に沿って必要な情報を素早く
読み取る力を問う問題ととも
に、一定量以上のまとまりの
ある内容を英文で適切に表現
する力を問う問題を中心に出
題する。 
※問題文は、指示文を含め、
すべて英語で構成する。 

〔リスニング〕 
自然な口調で話された英語
からその具体的な内容や必
要な情報を聞き取る力を問
う問題とともに、「読む・聞
く・書く」技能を統合的に活
用する力を問う問題を出題
する。 

 

僕               上原  浩一 

 

別に何して来たわけでもないけれど 

引き返せないところまで来てしまった自分が 

今ここにいます 

引き返せるはずないことが 

わかっているくせに 

まだ心のどこかで引き返せることを 

夢に見ている 

まだどこか大人になり切れない自分が 

大人のふりをすることで 

大人になろうとしている自分が 

今ここにいます 
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